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瑞穂区・天白区周辺は、大規模災害時支援は来ない！？ 

当院のある瑞穂区では津波の影響はほぼないと言われてい

ますが、その分被害の大きい沿岸部などの地域に自衛隊など

の支援は優先的に行きます。救急車もこの地域には来ないと

思った方がいいと言えます。 

災害時 

よくある質問Ｑ＆Ａ               

Ｑ：透析中に地震が来たらどうなるの？      

Ａ：震度5以上では停電・断水なども考えられ、透析治療は継続困難になると予想されます。震度3～5などでは透析継続

可能か判断し、治療を中断する際は場合によっては返血をせずに抜針し、スタッフの指示のもと避難します。止血ベルト

はすぐ使えるように普段から机の上に出すように癖をつけておきましょう。 

Ｑ：どこに避難するの？ 

Ａ：病院が倒壊する恐れがあれば、一時的に病院隣の駐車場に 

避難します。そのあとは避難所である、昭和高校に避難します。 

 

Ｑ：停電したら透析器械は止まっちゃうの？ 

Ａ：停電してから、約 30分は動きますが、血液が固まらないように回るだけの最低限の運転です。 

非常灯が点灯しますが一部になりますので、病院は薄暗くなります。 

Ｑ：災害時、十全クリニックで透析ができるか知りたい。そんな時どうしたらいいの？ 

Ａ：伝言ダイヤルをご利用ください。『１７１+２+０５２-８３１-２１８５』です。 

１７１を押すと音声が流れますのでガイダンスに従い、十全電話番号を押すと聞けます。 

Ｑ：大規模災害時の送迎バスはどうなるの？ 

Ａ：天白川の氾濫・東日本大震災級の大規模災害時、送迎バスは全面中止です。 

（台風等での警報時のバスは運行します。）またその際十全クリニックから中止の 

電話連絡はありません。混乱を避けるために必要以上に電話を掛けることはお控え        （東海豪雨時） 

ください。そのため大規模災害時は避難場所での待機となるか、透析中に被災 

した場合帰宅を希望される方は自力で帰っていただくことになります。 

家族で集合場所など話し合っておいてください。 

Ｑ：十全クリックが被災してしまったら、他の病院はどうやって探せばいい？ 

Ａ：透析情報個人カードに記載してある病院等を参考にして、その施設で透析が 

可能か確認してください。（伝言ダイヤル１７１）また各施設の災害掲示板が 

活用されていれば、そちらをインターネットで検索してください。 

 

 

 

 

 

 

  

 


